
■ シリアルＬＣＤ 表示器 Ｖ１．０  （暫定）2000,1/30 

１  ＣＰＵにＰＩＣ１６Ｆ８４を使用したシンプルかつ高機能なＬＣＤコントローラーで

す。 

２  Ｗｉｎｄｏｗｓパソコン、ＡＫＩ－Ｈ８，ＡＫＩ－８０マイコンなどと 

 ＲＳ－２３２Ｃで接続して簡単なコマンドでメッセージを表示できます。 

３  コマンドは、メッセージ表示、カーソルコントロール、画面シフトなど全１９種ありま

す。 

 

■部品表 

基板  １個 

ＰＩＣ１６Ｆ８４  １個 

１８ｐ ＩＣソケット  １個 

ＭＡＸ２３２（ＡＤＭ２３２）  １個 

７８０５  １個 

 

Ｘｔａｌ ４ＭＨｚ（水晶またはセラミック発振子）   １個 

抵抗  若干 

セラミックコンデンサ  若干 

電解コンデンサ   ２個 

スイッチ    １個（付属または別売り） 

端子若干 

ＬＣＤ表示器  （１６×２行、ＨＤ４４７８０コントローラ） 

１０～５０ｋΩ半固定トリマ 

電源     （９～１２Ｖ、付属または別売り） 

 

■キットの製作 

本キットは、部品点数も少なく回路も簡単ですから特に難しい所はないと思いますが、２、

３注意点を述べます。 

１  ＰＩＣ，ＭＡＸ２３２，ＬＣＤ表示器などは、ピン番号を十分に確認しながら配線しま

しょう。念のために回路図にチェックを入れながら製作を進めると確実です。 

２  電解コンデンサには極性がありますので、向きに注意して取り付けて下さい。 

 なおセラミックコンデンサには極性がありません。 

３  製作が完了したら、まずＰＩＣをＩＣソケットに入れない状態で電源投入し、 

 ＰＩＣの電源電圧（５Ｖ）、極性、配線などを再チェックして下さい。 

 正常を確認したら、必ず電源を切ってから、ＰＩＣを取り付けます。 

４  動作の確認は付属のテストプログラム（Ｗｉｎｄｏｗｓ９５）をご利用下さい。 

 



■シリアルインターフェース 

本機はＲＳ－２３２Ｃインターフェースに対応し通信機能でコントロールできます。 

Ｗｉｎｄｏｗｓパソコン、ＡＫＩ－Ｈ８，ＡＫＩ－８０マイコンなどに接続可能です。 

本機は、コマンドとアンサーを受信、送信することでメッセージを表示します。 

 

■通信条件 

本機は以下の通信条件に設定されていますので接続するパソコン側も同じにして下さい。 

８ビットデータ、４８００ｂｐｓ，パリティ無し、１ストップビット 

■コマンドの説明 

コマンドおよびアンサーの行末には、ＣＲ（０ＤＨ）を付けます。 

 

パソコン      コマンド  ＣＲ  

本機                                        アンサー    ＣＲ  

 

コマンドは全てＡＳＣＩＩコードです。コマンドの内容が不正または通信エラーが発生し

た場合は、失敗となります。また、コマンド送信に時間（約２秒）がかかる場合はタイム

アウトエラーする可能性があります。 

 

■全画面クリアコマンド 

コマンド      ：Ａ 

アンサー  失敗：ＮＧ 

          成功：ＯＫ 

表示されている文字を全てクリアする。 

同時に表示シフトをリセットし、カーソルをホームポジションに戻す。 

 

■表示無効コマンド 

コマンド      ：Ｆ 

アンサー  失敗：ＮＧ 

          成功：ＯＫ 

液晶表示を無効にする。 

画面がクリアされますが、メッセージはそのまま残っています。 

 

■ホームポジションコマンド 

コマンド      ：Ｈ 

アンサー  失敗：ＮＧ 

          成功：ＯＫ 

表示シフトをリセットし、カーソルをホームポジションに戻す。 

 



■カーソル表示コマンド 

コマンド      ：ＣＯ 

アンサー  失敗：ＮＧ 

          成功：ＯＫ 

カーソルを表示する。 

 

■ブリンクカーソル表示コマンド 

コマンド      ：ＣＢ 

アンサー  失敗：ＮＧ 

          成功：ＯＫ 

ブリンクカーソルを表示する。 

 

■カーソル無し表示コマンド 

コマンド      ：ＣＦ 

アンサー  失敗：ＮＧ 

          成功：ＯＫ 

カーソル無しで表示する。 

カーソルは表示されませんが、カーソルの位置は存在しています。 

 

■カーソル移動コマンド 

コマンド      ：Ｒ 

コマンド      ：Ｌ 

アンサー  失敗：ＮＧ 

          成功：ＯＫ 

Ｒは、カーソルを右へ一文字分移動する。 

Ｌは、カーソルを左へ一文字分移動する。 

 

 

 



■カーソル１行目コマンド 

コマンド      ：Ｕ 

アンサー  失敗：ＮＧ 

          成功：ＯＫ 

カーソルを１行目の先頭へ移動する。 

ＬＣＤは１行４０文字からなり、先頭の 0番から３９番のアドレスをもっています。 

一度に表示されるのは、その内の１６文字です。 

 

■カーソル２行目コマンド 

コマンド      ：Ｄ 

アンサー  失敗：ＮＧ 

          成功：ＯＫ 

カーソルを２行目の先頭へ移動する。 

 

■カーソル位置指定コマンド 

コマンド      ：Ｕｈｈ 

              ：Ｄｈｈ 

アンサー  失敗：ＮＧ 

          成功：ＯＫ 

Ｕｈｈは、カーソルを１行目のｈｈアドレスに移動する。 

Ｄｈｈは、カーソルを２行目のｈｈアドレスに移動する。 

ｈｈは１６進文字で、アドレスは１６進数で指定する。有効範囲は、０－３９（００－２

７Ｈ）。 

 

■表示シフトコマンド 

コマンド      ：ＳＲ 

              ：ＳＬ 

アンサー  失敗：ＮＧ 

          成功：ＯＫ 

ＳＲは表示を１文字分、右シフトする。 

ＳＬは表示を 1文字分、左シフトする。 

 



■クリアコマンド 

コマンド      ：Ｘ      （１行目） 

              ：Ｙ （２行目） 

アンサー  失敗：ＮＧ 

          成功：ＯＫ 

Ｘは１行目の表示をクリアする。（４０文字分） 

Ｙは２行目の表示をクリアする。 

 

■バックスペースコマンド 

コマンド      ：Ｂ 

アンサー  失敗：ＮＧ 

          成功：ＯＫ 

カーソルを左へ一文字分移動し、カーソル位置の文字をクリアする。 

 

■メッセージコマンド 

コマンド      ：：メーッセージ文字列     （先頭に‘：’文字を付ける） 

アンサー  失敗：ＮＧ 

          成功：ＯＫ 

現在のカーソル位置からメッセージを表示する。 

メッセージの長さは、１６文字までです。 

 

■バージョンコマンド 

コマンド      ：Ｖ 

アンサー  失敗：ＮＧ 

          成功：タイトル、バージョンの内容 

本機のタイトルおよびバージョン番号を表示する。 

 

 

■参考 

 

 

 


